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地域を創る教育福祉

-r障害児教育原論」の授業実践-

Development and Sustainability ofthe Community through Education Welfare: 
ARβport on Classroom Pracu田 of“BasicPrinciple on Special Needs Education" 

渡部昭男 WATANABEAkio 
(教授・発達科学講座 akiowtn版動stu.jp)
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はじめに

筆者は， 地域学部の，発潜ヰ者慨において，糊 IJ支援学

校教諭免許状の課程認定科目を担当している。それ故に，担

当科目の有する以下の三つの局面を，統合・融合すベく腐心

している。すなわち，第一は，表1にあるように「特別支援

学校教諭免許状(知的障害，肢体不自由，病弱)Jの課程認定科

目としての局面、すなわち教剤議員免許法の桝且みを満たす

ことである。第二は，発潜ヰ特耀lこ位置づく糊IJ支援教育

の学問分野として局面，すなわち教育学・心理学・医学の3

領域からなる槻IJ支援教育分野にあって教育学に立脚して

「発達と障害の科学Jを探求するとし、う任務である。そして

第三は教員養成目的の教育学部等ではない地域学部として

の局面，つまり「学士(主似虜学)Jを授与するに相応しい学士

(出或学)課程教育を創る一環としての役割である。

オ端では「障害児教育原論Jの科目を事例に，①免許法の

榊且み，②発達と障害の科学，⑮似実学とし、う 3局面を統合

しようとする筆者なりの試みを紹介しつつ地械を創る教育

福祉」のテーマに迫りたい。

1. r教育樹止」の視座

筆者の問題意識は，大判却寺代より「教育福祉J1 Iこあっ

た。 「児童保護事業における義務教育機会の僻章酪:の意義及

び硯界一『社会連帯思想』の制度化過程の分析からー」保都大

学大朝完教育学初期ヰ1979年)が，筆者の修茸命文である。

学部・大明境を通じて，筆者は教育行政学コースに籍を置

き教育を受ける権利」論を軸に研究を進めた。その際，修

士論文に向けて大きな束l臓となったのが，わずか8頁ながら

我が国の児童保護の歩みを簡潔にまとめた留岡清男

(1898'1977)の論文児童保護に於ける文政型と他救型J(隊

育H巻12号， 1935， pp.28'35) 2である。

留聞は明治以降の児童保護事業を振り返って社会自堺Ij

害に直接関係を有する不良少年明日罪少年の保護から発達し，

又社会人の同情と慈善心とを直接誘引する孤児被虐待児童

福初場病jは「提訴止の教育jを指すことが多い。そこで， ここで
は「教育福祉Jを用いる。
2 r，他救(じゆっきゅう)Jとは「あわれみ救う」の意。なお，引用に
際しては，旧字の漢字及び仮名を新字に置き換えたが，仮名送り等は

そのままとしTこ。

の保護から着手される」 一方で精神翻緒の保護事業は最

も遅れている」とし，その要因は「極めて幼稚不完全なる仙l

救規則Jに依ってきた日本の社会事業の特性にあるとした。

そして，科学性と社会性に乏しく「他救的慈善性」に固執す

る日本の児産保護事業を「他救型lと称した。これに対して，

学校教育は「義務教育の猶予及ひ洗除Jの規程を設け切棄

てた範囲Jに施策を及ぼそうとはしない。留岡は，これを「児

童の教育を広く高し、社会政策的見地からみる見方を欠如する

所の文政型Iと称した。

双方の関係を大局的に見れば，児童保護におけるイニシア

ティブが 「社会事業の手から学校教育の手に極めてわずかな

がら委譲される傾向」が認められると，留岡は指摘する。特

に大正中期以降について従来文剖港、が義務教育から振落し

て平然たりし就学寺普予及免除の児童を慈割句に拾上げて保護

して来た内務省、が，積極的に義務教育の圏内に立入って，学

童の保護問題に関与制3ばならなくなったJ，なし、し「学童問

題の慌聾と救済との点に於て従来極めて部、関係にあった

文剖l省と内務行政とは，勢い相互に交錯し合わなければなら

ぬ必窃始句情勢に立至った」との指摘を行ってし、る。

留岡のこの指摘は「内務(省 ・行政)Jを「厚生 C省 ・行

政)J， r社会事業Jを「社会樹止」に置き換えると，戦後にも

通ずる。そこで，障害児の権平1牒障を¢敢育及ひ精祉の問題

からトータルに捉える， CZ漏止から教育へという歴史的発展

を踏まえる， Q激育と福祉の結合を志向するとしづ「教育福

祉Jの視座を据えることにした。いわ

ば「障害児教育福祉原論」とでも呼び

うるスタンスである。

2. 2冊のテキスト

「障害児教育厨命jは，教剤俄員免

許法樹子規則第7条に定められた「第

一欄特別支援教育の基礎理論に関

する科目」に該当し，糊 IJ支援教育の

「理念:Jr.歴史及び思担、Jr佐討句，制
度的又l堆営的事長むを講じなければ

ならなし、そこで，糊 IJ支援教育の「理

念Jr，歴史及び思噌.Jr社封句， 制度的

又は経営的事項jを「教育福祉Jの視

高甚濡

異質の光



座において論じる構想、を練り 2冊のテキス トを選定した。

高谷清『異質の光一糸賀一雄の魂と思咽ーj(大月書底 1局IJ

2日05，補追2局IJ2鵬)と，白臥夫・ノj繍昆障害者福祉の世

界j(有斐閣，初版2αlO， 4版2010) とである。

選択科目であるが，槻IJ支援学校教諭免許状取得希望者に

は必修であり(表1)，地場激育特ヰ学生を中心に毎年度 40

~50 名が受講する。 2009 年度まで、は槻IJ支援学校教育実習

(2年次9月， 3週間)後の2年次後期に置いていたが，実習前

に受講したいとしづ希望を踏まえて， 2010年度より 1年次後

期へ市ゆlししてし、る(図1)。

3.権利保障史のダイナミズムを学ぶ(前半)

講義の前半 2 か月(1O~1l月時'1 10 回)では， 1979年の養

護物撤育の義務制動包までを学ぶ日本では1878(明治1l)

年の古河太四郎 (1845-1907)による京朝宙PiII!J'完の設立が公的

な特殊教育の始まりとされ，障害児の義務教育制度の完成に

は実に百年を要した。文音階、『特殊教育百年史』国洋館出版

也 1978)はこの歩みを「特殊教育における機会均等実現へ

の百年で、あったJ(P.491)と総括している。しかし，特殊教育

百年史を扱うだけの時間的余裕もなく，また単に歴史事項を

押さえるのみでは無味車句集に陥りやすし、。

そこで，単搬の 1946年に制定公布，1947年に施行された

日本国憲法において人権として明文規定された「教育を受け

る樹IJJが就学指奈の猶予・免除」対象となった障害児(特

に重症'L'身障害児)にも，どのようなタγナミズムにおいて実

現されていくのかとしづ歴史過程に焦点を当て，その中に糸

賀一雄 (1914-68) とし、う一個人の生涯と，彼と仲間が格闘し

た尊喋を配したなぜなら，歴史は国家によって一方的に造

られるというものではなく，その時代に生きた無数の人々に

よって創られることをイ云えたかったからで、ある。

そこで，糸賀を従来のように「知的障害児者福祉の父

偉人として描くのではなく，宗教哲学者ながら悩みもする生

身の姿からまずは等身大に接近し，副首撤しつつ次第に思

索と実践を深めていった「教育福祉の実践者」なし、し「行動

する紅会起業家」として捉え直すことに努めた。その意味で，

『異質の光』は好著である。

本書 (2刷の目次を示すと，以下のようである。

第一部どう生きるか

一 友情と信仰/二 苦悩と宗教皆学/三 人間前生

と時代思潮/四 薫陶/玉戦争と京都学派/

六真里子浜の決意

第二部見えてきたもの

一 近江学園/二 子どもたち/ 三 施設の発展と

コロニー思想/四発達研究と発達関濠

第三部 目指すもの

「杉の子組/二 重症心身障害児町設創設/

三 自己実現/四 この子らを世の光に

4. r地域学Jの側面からみた糸賀の魅力

2009 年度における前半部分の第CD~⑮回の概要を掲げる。

①シラパスを配布し授業の目的と概要Ji達成目標Jiテキ

スト ・参考書Ji崩藷咽苅蛇基準Ji授業計画」などを説

明。導入として， Nl丑Eスペシャル「ラストメッセージ」全6

回シリーズ (2C制一07)の第6回「この子らを世の光にJ(笈氾7

年3月20日放映，60分)を視聴、糸賀一地池田太郎(19伺-87)， 

田村一二 (いちじ， 19凹-95)による近江学掴の開設，信楽寮 ・

著荷村・びわこ学園等への事業の展開，彼らから21也紀に託

された「共に生きる佐会Jの実現という課題を学ぶ。

~頁崎俊雄「この子らを世の光に 糸賀一雄(樹H教育の先

駆者)J (~，鳥取 NOW~ 42号， 1999， pp.22-23 rシリーズ・鳥取歴史

発見J)は，糸賀の生い立ち，その思相や取り組み，鳥取との

関わり等を，見聞き2頁にコンパクトにまとめている。さら

に，鳥取県が作成した「糸賀一雄略情普JUとっとり県民の

日」記念事業フォーラム， 2αxi年9月12日)を印昂|厨百石し，市聞

の映像情報を文字情報として押さえ直した。加えて， 糸賀を

より身近f;:J惑じる工夫として，子ども期を過ごした当時の「米

子J町(大正末期[)J i鳥取市(昭和初期)Jの地図(主要なゆかりの

箇所的嘩)，糸賀が通った鳥取第二中学校に関する資料 U鳥
取県立鳥取東高等学校創立剖周年J日綱嶋欄2C脱年6月22日付

け広告記事)を補足した。

1914 (大正3)年鳥取市立川町生まれ， 1920年米子町義方

尋常ノj、学校入学， 1923年に4年生で鳥取市日進尋常ノト学校転

入(中島達一郎と出会い共に二中進学)， 1926年県立鳥取二中進

学(園山文雄と出会い教会に誘われる)， 1930 (昭和5)年松江高

校進学，病気休学し 1932年鳥取教会で受加， 1935年京都

帝国大学文学部哲判進学とU、うように，幼少期 ・思奉期・

青年期を過ごした鳥取 ・山陰の豊かな自然，自由閲達な旧制

中学・高校や大正デモクラシーの雰囲気，キリスト教との出

会いなどが糸賀を育み，彼の精神風土となっている。

③ M⑧テキス卜『異質の光』に入り 3つの部を各2回計6

回で終える計画で進めた。すなわち，③第一部(ー~三)，④ 

同(四~六)，⑤第二部(一~二)，⑤同(三~四)，⑦第三部

(一~二)， ~同(三~四)である。

テキストを扱う初因。)@では，糸賀の妻となる房さんとの

出会いのエピソードをまず読み上げている。「糸賀は松江に帰

ってから，すぐにお礼の手紙をだした。/房も返事を書いた。

そうすると手紙が来る間隔が詰まり，やがて毎日手紙が届く

ようになった。多いときは一日に三通もきた。速達でくるこ

ともあり，厚い手紙に切手がし、っぱし、貼つであった。房は，

家の者にも郵便を配達してくれる人にも，なにか恥ずかしい

というか肩身の狭い思し、をした。」ゐ40)という{耕助で一途

な糸賀の素顔に，時代を越えて同じ青年期を生きる受講生た

ちは親近感を持つようである。 21歳，まだ大学1年生だ、った

1936年2月に糸賀は学生絹脅し，翌年には第一子も誕生する

3従来の研究は1931年頃に受洗としていたが，高谷の調置で1932年
であることカ主判明した(~異質の光~ p.31)。
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が，アノレバイトでなんとカ主計を立てながら勉学も続けてい

る。 1938年，在学3年で京都i:k学を卒業し，第二衣笠尋常小

学校の代用教員となる。そこで池田対陀出会い，池田の紹

介で田村一二 (当時，滋野小学校糊リ学級担任) とも知り合う。

鳥取県立図書館が保有する掛け軸 「情熱を持った人聞が歴

史をつくるJ4の書を併せて紹介し，過去の偉人を手伝えた言

葉としてではなく，まさに受講生自らの生き方，人生の可能

性を指し示すヰ票語として座右にしてほしし、と訴えている。

51織 では毎回 15サ O分程度を設けて，重症Il;部轄児施設

びわこ学闘の療育吉田制央画「夜明け前の子どもたちJ5を視

月恋している。この映画は「寝たきりの重症!巴「動き回る重症

児」と呼ばれた子ども達が療育活動の中で発溺句劉ヒを示す

先却的な実践をま録したもので，重症児を含む養護学宅激育

の義務制民随 (1979 年度~)を切り拓く上で極めて大きな役

割を果たした。糸賀はこの映画の上映会，各地での講演会，

大学の集中講義などこの子らを世の

光にJの共生担金を築こうと多忙を重ね

る中， 1968年9月，講演途中に傍れ急

逝する 惇年 目)。筆者の講義では，映

画を一気に観るのではなく，テキストの

進行に重ねて見方を深めて行く鑑賞手

法の効果が高いことを実感している。

なお，糸演が書いた文章にも直接ふれ

て欲しく， ~福祉の思想J例田Eブックス，

1968)に収録されている「発達僻事の考

え方Jの重要箇所，すなわち rwこの子』
という生きた生命，個性のあるこの子の

生きる姿のなかに共感や期鳥を感ずるJ

(P.175) ， rこの子らはどんなに重し¥jl嘩害

をもっていても，だれととりかえることもできなし可剛曲句な

自己実現をしているものなのであるJrその自己実現こそが創
造であり，生産であるJrwこの子らに世の光を』あててやろ
うとし、うあわれみの政策を求めているのではなく，この子ら

が自ら輝く素材そのものであるから，いよいよみがきをかけ

てかがやかそうというのである。『この子らを世の光に』であ

るJrこの子らが，うまれながらにしてもってしも人格発達の
権利を徹脚切こ僻牽制3ばならぬ.J(P.177) ， r三才の精桝境達

でとまっているように見えるひとも，その三才とし、う発達段

階の中味が無限に豊かに充実してし、く生きかたがあるJrそう
いうことが可能になるような制度や体制や技術をととのえな

ければならなし、Jrそのために→少の実践こそが，すべての教

育の共通の問思長ではないであろう州ゆ177-178)，r心身

障害をもっすべてのひとたちの生産的生活がそこにあるとし、

うそのことによって，社会が開眼され，思想の変革までが生

産されようとしているJrひとがひとを理解するということの

4学生義勇軍の運動を通じて矧邑を得た元国鉄総灘・十河信二(そご

う)の者障による掛け軸で，県立図脅館の糊棚館1周年齢:に企画

された2∞2年「糸賀一雄顕彰動に糸賀の親族より割普された。
5 (Chil企enBefore the Dawn) 1968年，モノクロ 16ミリ， 120分/

監修・糸賀一雄，指導:田中昌人，監管ー籾牒喜幸男，助監督:梅田克

己，n林秋浜悟史，撮影:瀬川慎一，音楽三 科色

深い意味を探求し，その価値にめざめ，理解を中核とした社

会形成の理念をめざすJ(P.178)等々が含まれた数頁

切 174'179)を共有資料として印刷聞している。

@旅賀らによる樹止領域の試みが，その後の養護学校教育の

義務化及ひ唄在の槻IJ支援教育にど、のように繋がっているの

かを知るために，重症心期1章害児の訪問教育を取り上げた。

NHO鳥取医療センター内にある県立白兎養護学校訪問判長

に毎年，糊リ講義を求瀬レしている。2∞9年度は本物コ卒

業生でもある安本理恵 ・訪問教育主任がま幹半やビデオを紹介

し，教具持参で授業の一場面を実演して下さった。40年余り

前の「棚月け前の子どもたちJと現在，樹雌設と勃轍育

の実践との関連や発展を深める好機となった。

⑩新半部分のまとめの固とした。糸賀に限らず，今日の糊IJ

支援教育を切り拓いてきた事例として， 1910 (明治43)年鳥

取に盲唖学技を勝、た遠藤董(ただす/ただし， 1853・1945.。塩

田健夫 白∞8Jrr遠藤蓋と盲・ろう教育』今井望書庖の出版&影井質受

賞記念として自主製作されたDVDを使用， 15分)と，全国初の知

的障害児者施設である滝乃川学園の発展に尽くした石井筆子

(1865-19札 滝乃}II学掴を倉1)設[1回1年]した石労完ーの妻となり，

夫の死後，その遺志を継し、で第二代園長を務める。NHK教育の番手E

録画「石労替i子を知ってし、ますカト噸咽になった障害児教育の母一J

包∞7年2月14日放耐を使用， 30分)を取り上げて補った。

盲唖学校も滝乃川学園も，近江学掴もびわこ学園も，官制冶

が起こさなければ無かったままで、あったろう。自然現象とは

異なって，福祉・教育という社会サービス明朗肢は，人間

によって創られるのである。「無から有へJr.私から公へJと

いう創出の数限りない営為が重なり合って，障害児の樹止と

教育は築かれてきた。糸賀は何事動する宗教哲学者」である。

目の前に困ってしも者がおり，角献すべきニーズがあれば

自らカ1行動を起こす。その際に，無いものは皆と協力して創

るのである。誰かが夢を語りヲ割合することで，それに共感 ・

共鳴する者が次第に集まり，思念やミッ、ンョンを共有しつつ

事業を起こし展開する。現何副こ言えば，糸賀は教育樹止の

「社会起業家」である。しかも，近江学園崎l殿 (1946年)

後に児童福祉法が施行(1948年)され，びわこ学園の開所(1963

年)後に重症心身偉害児臨設の規定が児童樹止法に追記 (1967

年)されたというように，糸賀の後を追うごとく法制度が整

ってくる。さらに，糸賀らの取り組みはlifM設づく りに終わら

ず，学調内で蓄積した発溜済究の専門性を地域に開き(手助児

健診大津方式への貢劇， 雌或を輿引苦醐劃動酬uiιにこも手を伸ばしてし、る
(1地也域の中

域樹d雌舌動[抽池田同J.著有糊件付の開墾[悶耐柑打叩)。糸賀は住民のニ

ードを自分のものとして感じ， うけとめ， しかもそれを整理

して，もういちど住民すべての自覚的なものとするための専

門家がいてほしいのである。それらのニードが盛りあがり，

組織だてられる。そして，村全休県全体の自覚にまで育て

られるJ(lf樹止の，関空!Jp244) と述べている。

「地域学」の立場から，障害児の教育樹止の発展過程を筆

者なりに以下のように一般化してまとめとした。
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段階 近世まて切子育て(教育樹止を含む)は村落共同体で

共同的に営まれてきたが，社会全体の豊かさや科学技対材t準

の発展度合し、から，障害児の養育にはかなりの限界があった。

段階2:近現代化i品程におけるキ丁法共同体の崩壊傾向ととも

に，共同的な子育て機能も弱体化してして。一方で国国童家

的な学校教育が街1肢化されていくが，障害児は対象外におか

れて家庭に放置される。これに救いの手を差し伸べたのが，

社会 (社錨制事業・児童保護個室樹I1:)事業であった。

段階3:樹止領域におし、てl討議害児の成長発達を促す教育的

機能，治療的機能を併せ持った療育実践が開発されてして。

こうした先潮句な営みの蓄積により，どのように重所、障害児

にも発達及ひ教育の可能性のあることが事実として裏付けら

れ，全員就学の実現へと向かう。しかし，障害児に係る専門

性は特定。漏制施設 ・病院や学校で提供され，結果として居

住地域からi踊佐した「特味Jr分離」方式に留まった。

段階4:佐会全体の豊かさ持伴樹|林準の進展もあって，

特定の機関内に限定されない形て切専門性の提供，すなわち

凋克 ・施設 ・学校をオ」プン化し，在宅利用を含む地減医療，

地域福祉，地域教育などが可能になってきた。ノーマライゼ

ーションやインクパ~ジョンの思潮の広がりもあって，共に

地械で育ち，学び， 働き，生活する志向性が高まっている。

崩壊したかに見えた共剛材え誰もが尊重され共生する地域

祉会として新たに創られる展望が生まれつつある。21也紀に

入って進行している特株教育から糊l皮援教育 ・糊リニーズ

教育ハの転換も，その一環に位置付けることができる。

これほどまで糸賀一雄の教育福祉にこだわった講義はおそ

らく他になし、であろう。鳥取大学・地お伴部・地域教育学科・

発溜ヰ者純ならではの科目であると密かに自負している。

11月上旬には，前半のレポート課題を予告した。

テーマ糸賀一雄の思曙!と実践から見えてきたもの~地域学

を学ぶ立場から~

趣 旨: 1O~11 月のテキスト学習，映画や講義を通じて，地

域学を学ぶ学生の立場でみえてきたことをまとめる。本の

感駅事者へのお礼，質問を含めてもよい。

体裁.誠氏1枚+本文3枚程度 (A4湘縦置き，横書き40

字X40行)

1か月の猶予を与え， 12月上旬を締切りとした。出揃った

レポートの複写一式を事前に送付し 1月(⑫回目)には著

者の高谷清氏を鳥取大学に招いて特男Ijg茸義を持った。「テキス

トによる学ひし→レポートの作成ー著者の肉声による応答Jと

いう構成により，インパクトのある締め括りとなったぽずで

ある。

5.教育樹止の最新動向を学ぶ(後半)

残りの4回(⑪，⑮へ⑬)で，第二テキスト肺章害者福祉

の世界』を駆け足で学ぶ本書悌4版)の扉にはしぜ障

害をもっ人ももたない人も互いに支え合う社会が求められて

います。パ1章害とは何か，障害をもっとはどのようなことか。

バ車害を理解し，障害者福祉の思念 ・制度 ・援助方法などを

体系的に学ぶ入門書です。」と綴られている。発属品程の「段

階4J及び21世却における最菊繭向が学べる好著である。

なお脚皆3Jの養護判激育の義務化をリアルに捉える

意図から，京新耐立与謝の海養護学校の映画『ぼくらの学校』

(1982， 1∞分)を25分程度ずつ4回にわたって視聴した。

⑪第1章 :r障害Jと「障害者」をどう理解するか~障害の意

味構造，出約定義など，宇沼周句な用語と概念を学ぶ。特に，

WHOの国関1章害分類 (ICIDH，19田1)，その改訂版である国

際生活機能分類 (I四， 2∞1)により，障害の備制句瑚ゑ個

人と環境との相互作用モテ守ルの意義 ・有測さ主を押さえる。

@部2章障害者福祉に影響を与えた思担、~5つの代封。な

思憾として基刺句人権，ノーマライゼーション， リハビリテ

ーション，自立生活，エンパワーメントを学ぶ。特に，ノー

マラーゼ、ーションI~~、の本来的な革新生と ， エンパワーメン

ト思晴、の新しし、支援の在り方(当事者自身が自己決定，間間軟

能力をつけていく方向で支援する)とを重調した。

⑭第4章生活支援と自立支援~障害者の生活ニーズを理解

し，ニーズを踏まえた生活支援の方法を学ぶ。特に， QOL， 

ニーズの構造，ケースワーク ・グループワーク ・コミュニテ

ィワーク，ケアマネジメン卜，アドボカシーなどを押さえた。

@旗5章地域生活を支える，第7章:障害者福祉の国際的
動向~2∞6 年国連障害者権利条約に至るインクルーシヴな

国際動向を踏まえ，地域生活を促進する日本の彩働向(陸籍者

基判長攻正 [2∞4]，糊リ支援教育櫛11{七回∞7Jなど)を学ぶ

後半に関してはテキスト持ち込みで筆言.c.Jj帯数を課した。

おわりに

特別支援学校教諭免許状を取得したとしても特~IJ支援学校

で教えるとは限らない。保育所 .y;)訴償費，小中学校・高校な

どの通常の学級において障害キキ拐IJニーズ、のある者が共に学

ぶ寝拐リ支援教育 ・特別ニーズ教育の日新4こにあって，むしろこ

うした保育 ・教育の場での活躍が期待されよう。また，公務

員や法人職員になり，また民間に進路をとる者もし、る。し、ず

れにしろ障害児教育厩命Jの受講者は全て蝉或硝IJる

教育福祉」に何らかの形で関わり，力を尽くしてほしい。

この考えを徹底したのが，3年拘愛知jに配当した r1帥長教

育福出命。章害児)J 6である(図1)。教員免許状の取得希望

の有無，希望進路のし、かんに拘わらず，地域教育学手ヰの学生

全員が受講する学年ヰ必修科目である。免許法上は特別支援学

校教諭免許状の第三欄(表1)に位置づく科目であるが，就活

に向かう年次であることを考慮してキャリアガイダンスの要

素も加味し，現場で活躍している幾人もの専門職を糊Ijg酬

に招く形を採りいれて，障害児者(自身守家族のこととして身近

山惑じ取らせるために高齢者1'.1'噛を意図的に含めている)の幸福追

求にかかわらせて「地域を創る教育福祉」 を講じている。

学士課程全体を通じて，座学の成果を地域づくりに活かす

べく「知と実践の融合」を図ることも大いに意識している。

6渡出目昭男 (2加8)f.応用科目としての附宛陵情稿中止君命』の取り組み

一宮∞7年度における授業実践のまとめーJW地蛾学論剣 5巻1号。
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